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研究成果の概要（和文）：関数体上の保型形式であるDrinfeld保型形式について，そのP進的性質の探究を行
い，以下の研究成果を得た．(1) Drinfeld保型形式に作用するU_t作用素に対し，その広義固有空間の次元が重
さに関するp進局所定値関数である，という，楕円保型形式の場合にはGouvea-Mazur予想と呼ばれている性質を
証明し，学術誌にウェブ掲載された．(2) Drinfeld保型形式のP進連続族を構成し，その応用として，あるレベ
ルの通常Drinfeld保型形式にHecke作用素が自明に作用することを示した．(3) (2)の自明性をレベルがtの二乗
の場合に一般化した．

研究成果の概要（英文）：I studied P-adic properties of Drinfeld modular forms over the rational 
function field over a finite field, and obtained the following. (1) I proved the p-adic local 
constancy of the dimension of generalized eigenspaces for the U_t operator acting on the space of 
Drinfeld modular forms, with respect to weights. This is a Drineld analogue of the Gouvea-Mazur 
conjecture in the elliptic case and published online. (2) I constructed P-adic continuous families 
of Drinfeld modular forms and, as an application, proved the triviality of the Hecke action on the 
space of ordinary Drinfeld cuspforms of certain level. (3) I obtained a generalization of the 
triviality of (2) to the case of level t square.

研究分野： 整数論

キーワード： Drinfeld保型形式　関数体
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研究成果の学術的意義や社会的意義
Drinfeld保型形式は楕円保型形式の関数体類似だが，楕円保型形式のp進的性質に対して，その類似である
Drinfeld保型形式のP進的性質の理解はほとんど進んでいない．本研究で得られた研究成果は，Drinfeld保型形
式のP進的性質の解明を大きく推し進めるものである．また，通常Drinfeld保型形式へのHecke作用の自明性は，
楕円保型形式の場合には見られなかった現象であり，Drinfeld保型形式のP進理論に関して新たな展開を予感さ
せるという意味で意義深いものである．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
p を素数，Fq を標数 p，位数 q の有限体，P を Fq[t]の既約元とする．Drinfeld 保型形式は楕
円保型形式の関数体 Fq(t)における類似物である．楕円保型形式の p 進理論が高度に発展し，
楕円保型形式の p 進解析的族である，肥田族や固有値多様体の理論に結実したのに対して，
Drinfeld保型形式のP進理論は発展が遅れており，まだその全容も明らかになっていなかった． 
特に，肥田族や固有値多様体にあたるものが存在するのかも分かっていなかった．一方で，近
年ドイツやイタリアの研究グループにより Drinfeld 保型形式の P 進的性質，特に U 作用素の
固有値や傾斜（つまり，U 固有値の P 進付値）に関して数値計算が盛んになされ，Drinfeld 保
型形式にも豊かな P 進的構造が潜んでいるらしい，ということが認識されていた． 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は，Drinfeld 加群の標準部分群や，過収束 Drinfeld 保型形式の理論を構築し，そ
れによって，研究が遅れていた Drinfeld 保型形式の P 進的性質を明らかにすることだった．
より具体的には，標準部分群と過収束 Drinfeld 保型形式の理論を用いて，U 作用素の特性巾級
数の連続性や，U 作用素の広義固有空間の次元の変動の様子を調べ，その知見に基づいて，
Drinfeld 保型形式の P 進理論のあるべき姿，特に，Drinfeld 保型形式の P 進族やそのパラメ
ータ空間（重さ空間）の具体形を予見することだった． 
 
 
３．研究の方法 
 
当初の予定では標準部分群と過収束 Drinfeld 保型形式の理論を構築することによって研究を
行う予定だったが，初年度の研究によって，調和コサイクルを用いる方がより良い結果が得ら
れることが分かり，以降は調和コサイクルを用いて研究を行った．調和コサイクルとは，
Bruhat-Tits 樹上のある種の関数であり，これを導入することで，Drinfeld 尖点形式をグラフ
理論的・組み合わせ論的に調べることが可能になる．また，アメリカ（テキサス A&M 大学）・ド
イツ（ミュンスター大学）・イタリア（ピサ大学）・台湾（清華大学）等の当該分野の研究が進
んでいる国を訪問し，研究討論を行うことで局面打開を図った．さらに，まだ確立された哲学
のない Drinfeld 保型形式の P進理論に対して，興味深い新現象を見出して理論構築の礎とする
ために，Pari/gp などの計算ソフトで広範な数値計算を行った． 
 
 
４．研究成果 
 
本研究で得られた主な研究成果は次の三つである． 
 
(1) Gouvea-Mazur 予想の類似の証明． 
 
重さ k，レベル tの Drinfeld 尖点形式に作用する U作用素について，その広義固有空間の次元
が k の p 進局所定値関数であることを証明した．これは楕円保型形式に関する Gouvea-Mazur
予想の一般化に当たり，楕円保型形式の場合は固有値多様体のような p進族の存在を示唆して
いた．この時点では Drinfeld 保型形式の P進族の存在は，U固有値が一定の物しか知られてい
なかったが，この結果は Drinfeld 保型形式にもより複雑な何らかの P進族が存在することを示
唆するものである． 
 
(2) 小さい傾斜を持つ Drinfeld 尖点形式の P進連続族の構成． 
 
レベルが Pで割れる Drinfeld 尖点形式に作用する U作用素に対し，その固有値の P進付値を傾
斜と言う．傾斜の重複度が 1 の場合に，その傾斜を持つ Drinfeld 尖点形式が，Hecke 固有値が
P 進連続的に変動する族に属することを証明した．楕円保型形式の場合の固有値多様体の構成
は Drinfeld 保型形式の場合にはうまく行かず，このような P進族が存在することはこれまで分
かっていなかった．また，この結果の応用として，レベル tの通常（＝傾斜 0）Drinfeld 保型
形式に Hecke 作用素が自明に作用することを示した． 
 
(3) レベル t^2 の通常 Drinfeld 尖点形式への Hecke 作用の自明性の証明． 
 
これは(2)で証明したレベル tの場合の自明性の一般化に当たる．また，同様の自明性が，より
大きないくつかのレベルで成り立つことを，数値計算により確認した．楕円保型形式の場合は，
通常空間への Hecke 作用素は肥田理論によって記述され，豊かな構造を持つ．一方で，この結
果が示唆しているのは，楕円保型形式とは別の原理によって，Drinfeld 保型形式の肥田理論に



当たるものが自明になっている，ということであり，予期しなかった興味深い現象である． 
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